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1　⑴　　 x2－ 7 x＋12＝ 0
　　　( x－ 3 )( x－ 4 )＝ 0
　　　　　　　　　    x＝ 3 ， 4

⑵　x2－10x＋25＝ 0
　　　 ( x－ 5 )2＝ 0
　　　　   x－ 5 ＝ 0
　　　　　　　x＝ 5

⑶　x2＋12x＝ 0
　x( x＋12)＝ 0
　x＝ 0 ，－12

　　⑷　　　　  x2－ 2 x＝15
　　　　　  x2－ 2 x－15＝ 0
　　　( x＋ 3 )( x－ 5 )＝ 0
　　　　　　　　　　 x＝－ 3 ， 5

⑸　x2＝18
　　 x＝±√18
　　 x＝± 3 √2

⑹　( x－ 5 )2＝ 3
　　 x － 5 ＝±√3
　　　　　  x＝ 5 ±√3

　　⑺　x2＋ 7 x－ 3 ＝ 0

　　　x＝－ 7 ±√72－ 4 × 1 ×（－ 3 ）
　　　　　  2   　　　　　

　　　x＝－ 7 ±√61
      2        

⑻　　　　 x2－ 2 x＝ 4 x－ 5
　　　 x2－ 6 x＋ 5 ＝ 0
　( x－ 1 )( x－ 5 )＝ 0
　　　　　　　　 x＝ 1 ， 5

〈解答〉
1　⑴　x＝ 3 ， 4      ⑵　x＝ 5      ⑶　x＝ 0 ，－12   ⑷　x＝－ 3 ， 5

　　⑸　x＝± 3 √2     ⑹　x＝ 5 ±√3    ⑺　x＝－ 7 ±√61
      2           ⑻　x＝ 1 ， 5

　　⑼　x＝－ 1 ±√5    ⑽　x＝ 2 ， 5    ⑾　x＝－ 1 ， 4    ⑿　x＝－ 2 ±√13
2　⑴　a＝－ 5 ，b＝－14（両解）
　　⑵　a＝－ 2 ，もう 1 つの解 x＝－ 2 （両解）
　　⑶　m＝－ 1 ，もう 1 つの解 x＝－ 3 （両解）
　　⑷　x＝－ 3 　　⑸　 9 　　⑹　35　　⑺　10㎝　　⑻　 5 ㎝

配点　各 1 点　20点満点

〈解説〉

　　⑼　x( x＋ 2 )＝ 4
　　　x2＋ 2 x－ 4 ＝ 0

　　　x＝－ 2 ±√22－ 4 × 1 ×（－ 4 ）
　　　　　  2   　　　　　

　　　x＝－ 2 ± 2 √5
       2         

　　　x＝－ 1 ±√5

⑽　( x－ 2 )2＝ 3 ( x－ 2 )
　　　  x－ 2 ＝Mとすると，
　　　　   M 2＝ 3 M
　　M 2－ 3 M＝ 0
　 M(M－ 3 )＝ 0
　もとにもどすと，
　( x－ 2 )｛( x－ 2 )－ 3 ｝＝ 0
　　　　( x－ 2 )( x－ 5 )＝ 0
　　　　　　　　　　　 x＝ 2 ， 5



2　⑴ 　 2 つの解が－ 2 ， 7 なので( x＋ 2 )( x－ 7 )＝ 0 とおける。これを展開すると，
x2－ 5 x－14＝ 0

　　⑵ 　 解 の 1 つ が 4 な の で x＝ 4 を 代 入 す る と，a＝ － 2 と な る。a＝ － 2 を
x2＋ax＋a－ 6 ＝ 0 に代入すると，x2－ 2 x－ 8 ＝ 0 となる。これを解くと x＝－ 2 ，
4 となり，もう 1 つの解は x＝－ 2 である。

　　⑶ 　x2＋ 4 x－m2＋ 4 ＝ 0 に x＝mを代入すると，m2＋ 4 m－m2＋ 4 ＝ 0 となる。こ
れを解くと m＝ － 1 となる。x2＋ 4 x － m2＋ 4 ＝ 0 に m＝ － 1 を代入すると，
x2＋ 4 x ＋ 3 ＝ 0 となる。これを解くと x＝ － 1 ，－ 3 となり，もう 1 つの解は
x＝－ 3 である。

　　⑷ 　方程式をつくると，x2－18＝x× 3 となる。整理するとx2－ 3 x－18＝ 0 ，これを
解くと x＝－ 3 ， 6 となる。x は負の数だから x ＝－ 3 となる。

　　⑸ 　真ん中の数を x とすると，連続する 3 つの自然数は，x－ 1 ，x ，x＋ 1 と表せる。
最も小さい数と，最も大きい数との積が，真ん中の数の 4 倍より44大きいので次の
式が成り立つ。

　　　 　( x－ 1 )( x＋ 1 )＝ 4 x＋44　これを解くと x＝－ 5 ， 9 となる。x は自然数なの
で x＝－ 5 は不適。

　　　よって，求める自然数は 9 となる。
　　⑹ 　十の位の数を x とすると，十の位の数と一の位の数の和が 8 なので一の位の数は

( 8 －x )とおける。また，この自然数は，十の位の数と一の位の数の積より20大き
いので方程式をつくると，10x＋( 8 － x )＝x( 8 － x )＋20となる。これを解くと，
x＝－ 4 ， 3 となる。x は自然数なので x＝－ 4 は不適。よって求める 2 けたの自
然数は35となる。

　　⑺ 　右図のように，厚紙の縦の長さを x ㎝
とすると，横は縦より 6 ㎝長いから，横
の長さは( x＋ 6 ）㎝と表せる。この紙の
4 すみから 1 辺 3 ㎝の正方形を切りとっ
てつくる直方体の容器の底面の縦，横の
長さ，高さはそれぞれ（ x－ 6 ）㎝，x ㎝，
3 ㎝だから，この容器の容積が120㎝3の
とき，x についての次の 2 次方程式が成
り立つ。

⑾　　  3 ( x2－ 8 )＝( x－ 2 )( x＋ 8 )
　　　　   3 x2－24＝x2＋ 6 x－16
　　 2 x2－ 6 x－ 8 ＝ 0
　　　 x2－ 3 x－ 4 ＝ 0
　( x＋ 1 )( x－ 4 )＝ 0
　　　　　　　　 x＝－ 1 ， 4

　　⑿　x2

12＋ x
3 － 3

4 ＝ 0

　　　  x2＋ 4 x－ 9 ＝ 0

　　　x＝－ 4 ±√42－ 4 × 1 ×（－ 9 ）
　　　　　  2   　　　　　

　　　x＝－ 4 ± 2 √13
       2         

　　　x＝－ 2 ±√13



　　　　　　 3 x( x－ 6 )＝120
　　　 これを解くと x＝－ 4 ，10となる。ここでx＞ 6 より x＝－ 4 は不適。よって10㎝

である。
　　⑻ 　正方形Aの 1 辺を x㎝とすると，正方形Bの 1 辺は(16－x )㎝と表せる。面積の

和が146㎝2なので，
　　　 x2＋(16－x )2＝146とおける。これを解くと x＝ 5 ，11となる。正方形Aは小さい

方なので， 1 辺の長さは 5 ㎝となる。


